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町立学校町立学校

中新田小 廊下の壁から雨漏り





第３回
定例会

　

９
月
８
日
か
ら
18
日
ま
で
の
11
日
間
で
開
催
し
、
10
人
の
議
員
が

町
政
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
審
査
し
た
令
和
７
年

度
各
種
会
計
決
算
10
件
の
認
定
や
、
加
美
町
地
域
福
祉
計
画
審
議
会

条
例
の
制
定
の
ほ
か
、
令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
議

案
を
審
議
し
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

定例会で審議した内容
専
決
処
分 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

５
件

条
例
制
定
・
改
正 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

３
件

契
約
締
結(
物
品
購
入
・
工
事
請
負
) 

３
件

補
正
予
算 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

５
件

決
算
認
定 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

10
件

そ
の
他 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

６
件

［本会議］（9/8～18）

　　9/8　 一般質問　4人

　　9/9　 一般質問　4人

　　9/10　一般質問　2人

　　　　　議案審議

　　9/18　議案審議

［決算審査特別委員会］

（9/10～18）

監
査
意
見
書
（
抜
粋
）

　

令
和
７
年
度
は
、
町
の
将

来
像
と
し
て
掲
げ
る
「
住
民

満
足
度
100
％
、
日
本
一
の
加

美
町
」
の
実
現
に
向
け
て
各

種
重
点
施
策
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
特
に
台
湾
・
嘉
義
市

と
の
交
流
は
、
友
好
都
市
提

携
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
今

後
の
文
化
的
・
経
済
的
交
流

へ
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
ク
マ
の
異
常
出

没
や
筋
川
の
油
流
出
事
故
に

対
し
、
緊
急
対
策
を
講
じ
ま

し
た
。

　

財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

河
川
へ
の
油
流
出
対
策
な
ど

一
般
財
源
経
費
の
大
幅
な
増

加
要
因
が
あ
り
ま
し
た
が
、

財
政
調
整
基
金
を
過
度
に
取

り
崩
す
こ
と
な
く
、
単
年
度

収
支
が
黒
字
化
す
る
と
と
も

に
、
主
要
な
財
政
指
標
値
も

改
善
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

町
税
を
は
じ
め
と
す
る
歳
入

の
増
加
や
、
行
財
政
改
革
に

よ
り
経
常
経
費
を
抑
制
で
き

た
こ
と
が
要
因
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
も

人
件
費
・
扶
助
費
な
ど
義
務

的
経
費
や
、
物
件
費
な
ど
固

定
経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
引
き
続
き
、
事
務

事
業
の
見
直
し
や
業
務
効
率

化
、
公
共
施
設
の
機
能
集

約
・
統
廃
合
を
推
進
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

全会計の歳入・歳出決算を

全会一致で認定
令和７年度　各特別会計の決算額

※収支の不足額には、前年度からの剰余金・積立金などで補填しています。

会　計　名 歳 入 額 歳 出 額

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 事 業 27億8,289万円 26億3,046万円

後 期 高 齢 者 医 療 3億7,016万円 3億6,568万円

介 護 保 険 33億4,902万円 32億219万円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 721万円 518万円

加 美 郡 介 護 認 定 審 査 会 721万円 572万円

霊 園 事 業 416万円 111万円

町 営 駐 車 場 事 業 244万円 229万円

下水道事業
収 益 的 収 支 10億2,021万円 9億6,924万円

資 本 的 収 支※ 4億7,536万円 7億6,777万円

水 道 事 業
収 益 的 収 支※ 4億9,977万円 5億306万円

資 本 的 収 支※ 307万円 1億4,804万円

代表監査委員代表監査委員

田 中 正 志田 中 正 志

一般会計一般会計
決算額決算額

歳入歳入

歳出歳出

１５９億１，２５７万円１５９億１，２５７万円

１５３億３，１９７万円１５３億３，１９７万円



決算審査特別委員会決算審査特別委員会

委員長委員長

早坂　伊佐雄早坂　伊佐雄
　

普
通
会
計
の
単
年
度
収
支
が
４
年
ぶ
り
に
6,443
万
４
千
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
実
質
単
年
度
収
支
の
赤
字
額
も
縮

小
さ
れ
、
財
政
状
況
が
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
に
伴
う
歳
入
減
、
物
価
・
人
件

費
高
騰
に
伴
う
一
般
財
源
の
負
担
増
が
今
後
見
込
ま
れ
る
た
め
、

引
き
続
き
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

ま
た
、
審
査
で
多
く
の
意
見
が
あ
っ
た
次
の
７
点
に
つ
い
て

併
せ
て
要
望
し
ま
す
。

①
職
場
環
境

　

働
き
方
改
革
・
技
術
職
確
保

　

メ
ン
タ
ル
不
調
に
よ
る
長
期
病
休
取
得
者

が
依
然
と
し
て
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
若
手
・

中
堅
職
員
の
退
職
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
働

き
方
改
革
を
進
め
る
と
と
も
に
、
職
員
の
適

切
な
採
用
と
配
置
、
特
に
不
足
し
て
い
る
技

術
職
の
確
保
に
注
力
し
て
く
だ
さ
い
。

②
防
犯
カ
メ
ラ

　

不
具
合
の
再
発
防
止

　

花
楽
小
路
の
防
犯
カ
メ
ラ
が
作
動
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
定
期
的

な
点
検
な
ど
再
発
防
止
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
バ
ス

　

利
用
増
加
へ
積
極
周
知

　

当
日
予
約
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
が
、
利

用
が
少
な
い
た
め
積
極
的
に
周
知
し
て
く
だ

さ
い
。

④
振
興
公
社
指
定
管
理
施
設

　

経
営
の
分
析
・
改
善

　

各
施
設
の
利
用
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

経
営
課
題
を
分
析
し
、
支
出
し
て
い
る
指
定

管
理
料
に
見
合
っ
た
成
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

町
と
し
て
も
努
め
て
く
だ
さ
い
。

⑤
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
推
進
業
務

　

事
業
成
果
の
十
分
な
説
明
を

　

「
観
光
元
年
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
石

山
町
政
の
目
玉
事
業
の
一
つ
と
し
て
取
り
組

ん
だ
に
も
関
わ
ら
ず
、
資
料
の
記
載
や
説
明

が
不
十
分
で
し
た
。
後
日
改
め
て
説
明
の
機

会
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

※
後
日
説
明
あ
り
。
内
容
は
下
記
を
参
照

⑥
商
工
観
光
課

　

重
要
政
策
推
進
に
人
員
強
化

　

台
湾
・
嘉
義
市
と
の
交
流
や
観
光
振
興
な

ど
、
町
長
の
重
要
政
策
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、

遂
行
す
る
職
員
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
職
員

数
を
確
保
し
、
円
滑
に
事
業
推
進
で
き
る
体

制
を
早
期
に
構
築
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
育
英
資
金

　

制
度
見
直
し
・
周
知
強
化

　

令
和
７
年
度
は
希
望
者
が
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
大
学
進
学
率
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
、

一
定
の
ニ
ー
ズ
は
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
募

集
の
時
期
を
含
め
て
利
用
し
や
す
い
奨
学
金

制
度
へ
見
直
す
と
と
も
に
、
対
象
者
へ
の
周

知
を
強
化
し
て
く
だ
さ
い
。

委
員
長
報
告
(
抜
粋
)

　

令
和
７
年
度
決
算
審
査
特

別
委
員
会
で
説
明
が
不
足
し

て
い
た
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー

推
進
業
務
に
つ
い
て
、
詳
細

な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
と
は

「
特
別
な
場
所
」
と
い
う
意

味
で
、
グ
ラ
ベ
ル
世
界
大
会

の
誘
致
を
契
機
に
、
加
美
町

な
ら
で
は
の
ス
ポ
ー
ツ
観
光

モ
デ
ル
を
確
立
す
る
た
め
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

決算審査特別委員会から７つの要望

地元食材のフルコースを交流センターで味わう



要支援者など様々な避難者を想定した避難所運営（Ｒ８総合防災訓練）

スマートフォンから簡単予約

避難行動要支援者登録事業 決算額 ３９万円

住民バス運行事業 決算額 １億１，５２２万円

　要支援者の情報は町や警察・消防、

さらに地域の区長・民生委員に共有

されているが、災害発生時に避難支

援を行うであろう地域住民や消防団

員には個人情報保護の観点から伝達

がされていない。また、個別避難計

画の作成も必要とされているため、

緊急時に適切な行動をとるための体

制構築を望む。

　西古川駅への通学路線新設などで

住民バス全体の利用は増加した。一

方、楽ちんワゴン（ＡＩデマンドバ

ス）は当日予約が可能になったもの

の利用は減少。当日予約やアプリの

利用実績を確認し、費用に見合う効

果の検証と運行の改善を求めたい。

議会はこう見る!

議会はこう見る!

空き家バンク運営事業

 決算額 ４０４万円

　空き家に関する相談、ｗｅｂページの運営などを行い

相談件数２１４件、新規登録件数９件、売買成約３件と

なった。

　空き家バンクは相談や登録だけではなく、実際の成約

や移住・定住につなげることが重要。所有者が登録をた

めらう理由や成約に至らない課題を分析し、関係機関と

の連携を強化し具体的な成果目標を設定することで、空

き家の利活用を推進するよう期待する。

議会はこう見る!

　決算審査特別委員会では、担当職

員から説明を聞き細部にわたり慎重

に審査しました。

　その中で、多くの委員が注目した

事業・決算について、意見や考察を

含めて紹介します。



昨年解体された小野田東部体育館（現 小野田小学校駐車場）

中学生の自主勉強をお手伝い（放課後寺子屋）

公共施設等総合管理事業 決算額 ９５８万円

加美町地域未来塾事業（寺子屋） 決算額 １１７万円

　公共施設等総合管理計画は平成

２９年に策定され、令和９年から第

２期計画がスタートするが、令和７

年度末時点で第１期計画の目標は殆

ど達成されていない。今後、町全体

の施設を何割減らしていくか取りま

とめるというが、加美町は保有する

公共施設が一人当たり１０.３㎡と

全国平均の３倍強に当たる。早急に

各施設の統合・除却・譲渡を進める

べきである。

　地域住民の協力を得て、学習の支

援機会を設ける事業である。しかし

ながら高校入試勉強のための放課後

寺子屋に関し、教育委員会と中学校

との間に認識のずれがあるようで、

支援員に対して参加する学生の人数

が少ない状況である。継続を検討す

るうえで、募集方法や、開催計画な

ど学校との密な連絡などを行い、よ

り効果的な方法を模索する必要があ

る。

議会はこう見る!

議会はこう見る!

学力達成度テスト事業

 決算額 １６１万円

　小学３年生から中学２年生の学力達成度テストは、到

達基準を満たした割合が前年を下回り、町の目標にも届

かなかった。

　決算審査では結果の評価と授業改善への活用を質疑。

教育委員会は学年・教科別の分析を授業改善に生かして

いると答弁があった。

　町民にも学力の現状や伸びが分かる評価指標の工夫と、

着実な学力向上を期待したい。

議会はこう見る!



　一般会計歳入歳出予算にそれぞれ４億３，６９４万１千円を追加

し、総額１５４億３，８２８万８千円とする補正予算を原案のとおり

可決しました。

　令和７年度各種会計決算が全会一致で認定されたほか、特別職の給

料・報酬を引き上げる条例改正、消防団新基準活動服の購入契約締結

などについての審議を行いました。

補正
予算

議案
審議

　

物
価
・
賃
金
の
上
昇
、
県
内
他
市
町
村
と
の
比
較
、
農
業
委
員

会
会
長
と
し
て
の
活
動
分
の
算
入
な
ど
に
よ
り
、特
別
職
の
給
料
・

報
酬
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。(
今
年
４
月
に
遡
及
し
て
適
用
)

　

消
防
団
員
が
着
用
す
る
活
動
服
を
新
基
準
の
も
の
に
更
新
し

ま
す
。
視
認
性
が
高
く
よ
り
安
全
で
、
夏
場
で
も
快
適
な
高
ス

ト
レ
ッ
チ
性
の
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
型
を
配
備
し
ま
す
。
購
入
金

額
は
540
着
で
938
万
円
で
す
。

　

旧
母
子
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
(
旧
母
子
寮
)
は
、
全
て
の
入

所
者
が
退
居
し
た
た
め
令
和
３
年
３
月
末
に
休
所
し
、
他
の
目

的
へ
の
活
用
が
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
建
物
の
老
朽
化
が
進
み
、
今
年
４
月
に
屋
根
材
が

飛
散
し
て
周
辺
の
車
両
や
構
造
物
に
被
害
を
与
え
た
こ
と
か
ら
、

今
後
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
屋
根
を
撤
去
し
ま
す
。
併
せ
て
、

来
年
度
に
建
物
を
解
体
す
る
た
め
、
設
計
業
務
を
委
託
し
ま
す
。

Pick 
UP

　

設
計
委
託
業
務
の
中

に
周
辺
調
査
も
含
ま
れ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ

う
な
場
合
に
必
要
な
調
査
な

の
か
。

　

法
的
な
義
務
は
無
い

が
、
周
辺
に
家
屋
が
密
集

し
て
い
る
中
で
の
振
動
が
伴
う

工
事
な
の
で
、
事
前
に
家
屋
の

状
態
を
確
認
し
た
い
。

中新田地区にある旧母子寮

問

答



　

作
年
、
木
の
実
の
不
作
な
ど
が
原
因
で
、
ク
マ
が
餌
を
求
め
て
町
に
下
り
て
、
民
家
敷
地

内
の
柿
や
栗
の
木
に
登
り
実
を
食
べ
る
と
い
う
事
例
が
多
発
し
ま
し
た
。
関
係
各
所
の
尽
力

に
よ
り
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
住
民
の
不
安
は
と
て
も
大
き
な
も
の
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
ク
マ
出
没
へ
の
対
策
と
し
て
、
餌
と
な
る
民
家
敷
地
内
の
果
樹
を
伐
採

し
ま
す
。
伐
採
す
る
木
は
既
に
申
請
が
あ
っ
た
も
の
の
み
で
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
早
期

収
穫
な
ど
適
切
な
管
理
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
町
や
加
美
農
生
に
よ
り
収
穫
さ
れ
た
柿
の
一
部
は
、
加
美
町
み
や
げ
の
柿
よ
う
か

ん
に
使
わ
れ
ま
す
。

Pick 
UP

伐採前の木から柿を収穫する加美農生（写真提供：大崎タイムス）

柿ようかん　５個入り ２,０００円（税抜）

屋上に続く階段が特に酷い状況

Pick UP

　

何
本
の
木
を
い
つ
ま

で
に
伐
採
す
る
の
か
。

　

370
本
の
伐
採
を
、
年

度
内
の
完
了
を
目
標
に

進
め
る
。

　

元
々
あ
っ
た
木
を
伐

採
す
る
こ
と
で
、
他
の

場
所
に
ク
マ
が
出
没
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
思
う
が
、

切
っ
た
木
の
位
置
を
地
図
に

落
と
し
込
む
考
え
は
あ
る

か
。

　

個
人
所
有
の
木
を
伐

採
す
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
地
図
に
表
示
す
る
考

え
は
無
い
。

　

工
事
を
行
う
時
期

は
。
ま
た
、
児
童
が
い

る
時
間
に
行
う
こ
と
に
な
る

と
思
う
が
、
そ
の
対
応
は
。

　

で
き
れ
ば
冬
ま
で
に

終
え
た
い
。
児
童
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
朝
の
登

校
時
と
被
ら
な
い
よ
う
工
事

を
行
う
な
ど
考
え
て
い
る
。

　

中
新
田
小
学
校
の
校
舎
内
で
発
生
し
て
い
る
雨
漏
り
を
解

消
す
る
た
め
、
外
壁
や
屋
上
防
水
シ
ー
ト
な
ど
を
修
繕
し
ま

す
。一般会計補正予算

主な内容 補正額

歳
　
　

入

普 通 交 付 税 2億105万円 増

指定管理鳥獣対策
事 業 交 付 金

8,958万円 増

公共施設等除却事業債 3,370万円 増

歳
　
　

出

旧母子生活支援センター
屋根撤去工事・解体設計委託

3,812万円 増

放任果樹伐採業務委託 1億750万円 増

初 午 ま つ り 山 車
修 復 事 業 補 助 金

2,200万円 増

中新田小校舎外壁等改修工事 959万円 増

Pick 
UP

Pick 
UP

Pick 
UP

問問 答答

問答



一 般 質 問 目 次

通告１番

通告３番

通告５番

通告２番

通告４番

通告６番

通告８番

通告10番

通告７番

通告９番

早坂 伊佐雄（はやさか いさお）

伊藤　由子（いとう ゆうこ）

早坂　　潔（はやさか きよし）

沼田　雄哉（ぬまた ゆうや）

髙橋　聡輔（たかはし そうすけ）

伊藤　　淳（いとう じゅん）

佐藤　圭介（さとう けいすけ）

今野　清人（こんの きよと）

田中　草太（たなか そうた）

木村　哲夫（きむら てつお）

11ページ

12ページ

13ページ

11ページ

12ページ

13ページ

14ページ

15ページ

14ページ

15ページ

補助金返還の町の対応策は

防災の観点から職員数は維持すべき

町ゆかりの作品で観光誘致を

中新田小学校の改善・整備を

統廃合を含めた政治的判断は

無くならない不法投棄 根絶を

増える行政課題 どう備える

住民満足度向上の取り組みを

政策目標重視の指定管理を

要望のある学校専用アプリの導入は

加美町立

中 新 田中 学 校
美　術　部

似顔絵を描いてくれたみなさん

農 地 保 全

支 所 機 能

観 光 振 興

校 舎 整 備

校 舎 建 設

環 境 美 化

外国人増加

証明書交付

振 興 公 社

連絡ツール

●一般質問…議員が、町への政策提言や町の課題などについて、町に質問すること。

　（掲載しているＱＲコード（議員写真下）で、録画映像を視聴できます。）



事 業 継 続 支 援 費 を 交 付 し た い

避 け て は 通 れ な い 最 優 先 課 題

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
と
は
…

　

農
業
や
農
村
が
持
つ
多
面
的
機

能
(
国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵
養
、

景
観
形
成
な
ど
)
の
維
持
・
活
用

を
図
る
た
め
、
地
域
の
共
同
活
動

に
よ
り
行
わ
れ
る
、
水
路
・
農

道
・
農
地
法
面
を
維
持
す
る
取
組

な
ど
に
支
払
わ
れ
る
交
付
金
。

早坂伊佐雄早坂伊佐雄 議員議員

沼田 雄哉沼田 雄哉 議員議員

録画映像

録画映像

質問のねらい

　中新田小学

校の校舎と体育

館の雨漏りがあ

まりにも酷すぎ

る。未来を担う

子どもたちの教

育環境を、より

良いものとする

ため。

そ
の
他
の
質
問

●
公
共
施
設
の
修
繕

●
小
中
学
校
の
授
業
で
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
パ
ー
ク
利
用
状
況

質問のねらい

　多面的機能支

払交付金事業は

農地維持活動

や環境保全等を

支援するためだ

が、対象地の基

準や返還方法が

二転三転し混乱

しているため。

そ
の
他
の
質
問

●
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
推
進
状
況

農地法面の草刈り

階段の壁から酷い雨漏り

　

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
の
対

策
と
し
て
親
元
就
農
を
支
援
す

る
考
え
は
。

　

新
規
就
農
者
の
確
保
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
国
の
新
規
就

農
者
支
援
対
策
を
活
用
し
て
確
保
に

努
め
た
い
。

　

全
国
的
に
多
面
的
支
払
交
付

金
事
業
は
、
会
計
検
査
院
の
指

摘
に
よ
り
返
還
金
が
生
じ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
規
模
縮
小
や
中
止
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
事

業
継
続
の
た
め
の
町
の
考
え
は
。

　

当
該
年
度
返
還
金
の
町
費
相

当
分
(
25
％
)
を
事
業
継
続
支

援
費
と
し
て
交
付
し
、
活
用
し
て
も

ら
い
た
い
。

　

事
業
の
対
象
地
と
な
る
か
否

か
の
確
認
を
、
町
の
組
織
間
で

連
携
を
と
り
確
認
で
き
な
い
か
。

　

農
業
再
生
協
議
会
や
農
業
委

員
会
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
現

地
確
認
の
負
担
を
減
ら
し
、
農
地
の

現
状
を
正
し
く
把
握
し
て
い
き
た
い
。

　

新
庁
舎
開
庁
後
は
現
在
の
職

員
駐
車
場
が
空
く
た
め
、
そ
こ

に
新
校
舎
を
建
設
し
て
は
。

　

庁
内
に
お
い
て
、
建
て
替
え

を
前
提
に
、
議
論
を
始
め
る
よ

う
指
示
を
出
し
て
い
る
。
位
置
に
つ

い
て
は
慎
重
に
考
え
て
い
く
。

　

中
新
田
小
学
校
の
校
舎
・
体

育
館
の
雨
漏
り
や
外
壁
面
の
亀

裂
な
ど
が
見
ら
れ
て
お
り
、
早
急
な

対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

中
新
田
小
学
校
の
校
舎
は
、

建
築
か
ら
50
年
以
上
が
経
過
し

て
お
り
、
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応

は
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
最
優
先
課

題
で
あ
る
。
屋
上
や
外
壁
の
ひ
び
割

れ
、
窓
枠
か
ら
の
雨
漏
り
を
は
じ
め
、

広
範
囲
で
修
繕
が
必
要
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

　

雨
漏
り
の
状
況
を
知
っ
た
の

は
い
つ
頃
か
。

　

今
年
の
５
月
中
旬
、
学
校
訪

問
の
際
に
校
長
先
生
か
ら
説
明

を
受
け
、
と
て
も
深
刻
な
状
態
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
学

校
か
ら
改
修
の
要
望
は
出
て
い
な

か
っ
た
。

　

新
校
舎
の
建
設
に
つ
い
て
、

い
つ
検
討
を
始
め
る
の
か
。

　

雨
漏
り
や
老
朽
化
の
現
況
を

見
る
と
、
待
っ
た
な
し
で
着
手

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問問

問

問問 問

問

町長

町長 農林
課長

農林
課長

教育長教育長 教育総務
課　　長



幅広い対応が求められる支所

まもなく建設６０年

現 在 の 職 員 体 制 は 維 持 し た い

少 人 数 で も 質 の 高 い 教 育 を

　

統
廃
合
あ
り
き
で
物
事
を
進

め
た
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
小
学
校
単

位
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
事
実

が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
適
正
な
学

級
数
が
あ
る
の
は
知
っ
た
上
で
、
少

人
数
で
も
特
色
の
あ
る
質
の
高
い
教

育
を
第
一
義
的
に
検
討
し
、
ま
た
客

観
的
な
物
の
見
方
も
踏
ま
え
て
検
討

し
て
い
く
。

　

中
新
田
小
学
校
は
耐
用
年
数

も
迫
っ
て
お
り
、
大
規
模
修
繕

に
踏
み
切
れ
な
い
状
況
と
考
え
る

が
、
現
状
は
。

　

令
和
12
年
で
耐
用
年
数
の
60

年
を
迎
え
る
。
機
能
的
な
耐
用

年
数
は
限
界
に
近
づ
い
て
い
る
。

　

建
て
替
え
を
行
う
場
合
、
入

学
児
童
の
予
測
人
数
・
学
校
施

設
の
在
り
方
・
場
所
の
問
題
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

令
和
14
年
４
月
の
児
童
数
は

300
人
を
割
り
込
む
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の

複
合
化
を
検
討
し
つ
つ
、
現
代
の
教

育
基
準
を
満
た
す
高
度
な
機
能
が
求

め
ら
れ
る
。
場
所
に
関
し
て
は
、
地

域
住
民
や
保
護
者
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
基
本
構
想
、
基
本
計
画
の
策
定

に
向
け
て
検
討
す
る
。

　

児
童
数
が
300
人
を
割
り
込
む

事
を
考
慮
す
る
と
、
統
廃
合
も

含
め
た
政
治
的
判
断
が
必
要
に
な
る

と
思
う
が
。

伊藤 由子伊藤 由子 議員議員

髙橋 聡輔髙橋 聡輔議員議員

録画映像

録画映像

質問のねらい

　小学校の建て

替えは、入学予

定者数を踏まえ

つつ、場所・規

模・範囲の検討

をしなければな

らない。政治的

判断を含めた町

長の考えを伺う。

そ
の
他
の
質
問

●
加
美
町
と
学
生
の
連
携
に
つ
い
て

質問のねらい

　宮崎・小野田

地域の人口減少

が急速に進行中

である。支所の

相談機能および

災害時の初動対

応機能は必須。

職員を減らすべ

きではない。

　

支
所
機
能
と
し
て
初
動
対
応

や
相
談
業
務
を
行
う
。

　

通
常
の
業
務
職
員
、
そ
の
他
の
職

員
は
減
ら
さ
ず
、
現
体
制
は
維
持
し

て
い
く
。

　

窓
口
・
住
民
生
活
・
産
業
建

設
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館

機
能
な
ど
６
つ
の
検
討
部
会
に
共
通

す
る
地
域
課
題
と
は
何
か
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
な

ど
、
限
ら
れ
た
職
員
数
に
よ
る

運
営
や
公
共
施
設
を
ど
う
残
し
、
地

域
機
能
を
ど
の
よ
う
に
維
持
し
て
い

く
か
が
課
題
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
状

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ど
の
よ

う
な
方
向
性
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
る
の
か
。

　

行
政
区
単
位
で
の
自
立
的
な

運
営
が
困
難
に
な
る
と
予
想
さ

れ
る
。
地
区
公
民
館
が
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
最
後
の
砦
と
し
て
機
能
し

て
い
る
現
状
に
あ
る
。
今
後
、
方
向

性
と
し
て
支
所
の
相
談
・
対
応
機
能

を
強
化
し
て
い
け
な
い
か
検
討
中
。

　

災
害
時
に
お
け
る
支
所
の
初

動
体
制
業
務
は
欠
か
せ
な
い
。

　

線
状
降
水
帯
な
ど
頻
発
し
て
い
る

昨
今
、
対
応
す
る
た
め
の
職
員
の
確

保
は
。

そ
の
他
の
質
問

●
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状

と
今
後
の
方
向
性

問問

問問問

問

町長

町長行政経営
推進課長

行政経営
推進課長

教育長教育長



町を歩けば「ぼのぼの」が待ってます

無くならない不法投棄(町内）

「 ぼ の ぼ の 」 を も っ と 活 用 し た い

継 続 的 な 啓 発 に 努 め て い る

　

各
地
区
の
監
視
員
は
ど
の
よ

う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
。

ま
た
、
増
員
の
必
要
性
は
。

　

小
野
田
地
区
が
５
人
、
宮
崎

地
区
が
１
人
、
中
新
田
と
宮
崎

を
兼
ね
る
方
が
１
人
い
る
。

　

監
視
す
る
内
容
が
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
た
め
、
増
員
に
つ
い
て
監

視
員
の
意
見
も
含
め
て
検
討
し
て
い

く
。

　

最
近
発
生
し
た
不
法
投
棄
の

具
体
的
な
例
は
。

　

昨
年
末
に
、
ヤ
ギ
の
頭
部
お

よ
び
内
臓
な
ど
の
投
棄
が
あ
っ

た
が
、
警
察
の
捜
査
に
よ
り
原
因
者

が
特
定
さ
れ
、
適
正
な
措
置
が
講
じ

ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
事
案
に
対
す
る
今

後
の
対
策
は
。

　

通
報
を
受
け
た
際
の
迅
速
な

初
動
対
応
と
、
警
察
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携

に
よ
り
不
法
投
棄
の
抑
止
に
努
め
て

い
き
た
い
。

　

自
然
環
境
保
全
監
視
員
の
監

視
区
域
を
広
げ
る
必
要
性
は
。

　

山
間
地
だ
け
で
は
な
く
平
地

も
と
い
う
考
え
も
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
環
境
美
化
条
例
に
基
づ

い
て
、
町
や
公
園
な
ど
の
ご
み
に
つ

い
て
は
各
行
政
区
で
担
当
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

早坂　 潔早坂　 潔 議員議員

伊藤　 淳伊藤　 淳 議員議員

録画映像

録画映像

質問のねらい

　不法投棄を根

絶すべく、更なる

注意喚起と、自

然環境保全監視

員制度の再認識

と関係機関の連

携強化を提案。

そ
の
他
の
質
問

●
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
事
業

質問のねらい

　本町ゆかりの

アニメや映画作

品を活用し、聖

地巡礼などによ

る観光誘客と

地域活性化につ

なげる方策を問

う。

　

ア
ニ
メ
な
ど
の
聖
地
巡
礼
を

す
る
方
は
、
作
品
が
好
き
だ
と

い
う
気
持
ち
を
最
優
先
し
て
訪
ね
て

く
れ
る
。
観
光
振
興
の
た
め
に
も

「
ぼ
の
ぼ
の
」
の
み
な
ら
ず
、
新
た

な
戦
略
の
研
究
・
検
討
を
お
願
い
し

た
い
。

　

「
ぼ
の
ぼ
の
」
に
「
か
み
〜

ご
」
が
登
場
し
た
単
行
本
が
刊

行
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
一
つ
の

チ
ャ
ン
ス
。
他
に
も
映
画
の
撮
影
な

ど
で
加
美
町
が
舞
台
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
看
板
設
置
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
を
行

い
た
い
。

　

「
ぼ
の
ぼ
の
館
」
開
設
か
ら

の
利
用
状
況
や
取
り
組
み
の
成

果
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
仙
台

圏
な
ど
を
中
心
に
全
国
か
ら

フ
ァ
ン
が
訪
れ
、
商
店
街
と
の
周
遊

に
一
定
の
成
果
を
見
出
し
て
い
る
。

　

今
年
、
仙
台
海
浜
エ
リ
ア
で

「
ぼ
の
ぼ
の
」
の
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
が
行
わ
れ
た
。
加
美
町
で
も
同

様
の
企
画
が
で
き
る
の
で
は
。

　

ツ
ー
ル
・
ド
・
３
４
７
の
代

替
と
し
て
、
山
形
県
と
の
連
携

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
お
り
、
そ
の

内
容
が
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
の
で
検

討
し
た
い
。

　

「
ぼ
の
ぼ
の
」
を
活
用
し
た

観
光
誘
致
策
と
し
て
、
町
の
企

業
と
協
力
し
て
の
商
品
開
発
な
ど
意

見
交
換
す
る
場
を
設
け
て
は
。

　

「
ぼ
の
ぼ
の
」
に
限
ら
ず

「
か
み
〜
ご
」
の
活
用
も
関
係

団
体
で
協
議
し
、
一
緒
に
考
え
て
い

き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

●
関
係
人
口
の
創
出

●
今
秋
の
ク
マ
対
策

問

問問問

問

問問

問

町長

町長町長

町長

町長

町民
課長

商工観光
課　　長

商工観光
課　　長



変わらぬメニュー
やくらい地ビールシチュー \2,200

外国人住民数の推移

公 社 と 協 議 し 経 営 改 善 へ

受 入 れ 体 制 を 今 以 上 に 構 築

　

長
期
定
住
や
家
族
帯
同
で
今

後
も
行
政
需
要
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。
外
国
人
材
の
活
用
、
受
入

れ
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

ダ
ム
の
本
体
工
事
に
よ
る
増

加
も
見
据
え
、
孤
立
を
防
ぐ
意

味
で
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
含
む
受

入
れ
体
制
の
構
築
が
重
要
と
思
っ
て

い
る
。

　

外
国
人
住
民
数
の
こ
の
５
年

間
の
推
移
は
。
ま
た
、
技
能
実

習
・
特
定
技
能
の
人
数
、
受
入
事
業

者
数
を
町
は
ど
こ
ま
で
把
握
し
て
い

る
の
か
。

　

令
和
４
年
度
162
人
か
ら
令
和

８
年
度
270
人
に
増
加
。
技
能
実

習
92
人
、
特
定
技
能
46
人
。
調
査
で

雇
用
事
業
者
19
社
を
把
握
。

　

全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い

る
失
踪
な
ど
も
踏
ま
え
、
国
籍

や
在
留
資
格
、
勤
務
先
ま
で
把
握

し
、
事
業
者
と
連
携
す
べ
き
で
は
。

　

全
事
業
所
で
は
な
い
が
、
国

籍
・
在
留
資
格
を
調
査
。
新
た

に
特
定
技
能
外
国
人
を
雇
用
す
る
事

業
者
の
協
力
確
認
書
を
活
用
し
連
携

す
る
。

　

日
本
語
指
導
が
必
要
な
外
国

人
児
童
生
徒
が
増
え
、
国
籍
も

多
様
化
し
た
場
合
、
ど
こ
ま
で
対
応

で
き
る
と
考
え
て
い
る
か
。

　

現
段
階
で
は
県
の
教
員
加
配

事
業
に
頼
っ
て
い
る
。
町
で
確

実
に
対
応
で
き
る
か
は
、
県
と
協
議

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

田中 草太田中 草太 議員議員

佐藤 圭介佐藤 圭介議員議員

録画映像

録画映像

質問のねらい

　全国的に外国

人が増え、人手

不足解消に寄与

する一方、課題

も顕在化してい

る。本町の受入

れ体制の現状を

知り、今後の方

針を問う。

質問のねらい

　町民の健康を

支える施設には

公費を使うべ

き。一方で宿

泊・飲食事業に

は稼ぐ力を求め

たい。特にぶな

林の民間委託を

提案した。

考
え
る
べ
き
だ
。
公
社
と
協
議
し
、

町
の
財
政
負
担
を
減
ら
す
方
向
に
進

め
た
い
。

　

ぶ
な
林
の
改
善
は
い
つ
ま
で

に
進
め
る
の
か
。

　

う
ま
く
い
け
ば
今
年
度
中
に

め
ど
が
立
つ
可
能
性
が
あ
る
。

　

プ
ー
ル
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は

町
民
の
健
康
の
た
め
に
指
定
管

理
で
支
え
る
必
要
が
あ
る
。
一
方
、

ぶ
な
林
は
指
定
管
理
料
を
受
け
て
も

赤
字
が
続
く
。
改
善
へ
の
対
応
は
。

　

商
工
観
光
課
か
ら
必
要
な
指

示
を
出
し
、
経
営
改
善
に
取
り

組
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。

　

ぶ
な
林
の
レ
ス
ト
ラ
ン
部
分

を
民
間
に
業
務
委
託
し
て
は
ど

う
か
。
町
は
指
定
管
理
料
を
減
ら

し
、
公
社
は
赤
字
を
減
ら
せ
る
。
職

員
を
他
施
設
に
回
せ
ば
、
人
手
不
足

の
解
消
に
も
つ
な
が
る
。
民
間
企
業

も
賃
料
負
担
を
抑
え
て
出
店
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

　

そ
の
方
法
は
あ
る
が
、
公
社

の
意
向
確
認
が
必
要
。

　

町
は
公
社
の
株
主
で
も
あ

る
。
こ
う
し
た
方
法
も
使
い
、

ぶ
な
林
の
経
営
を
見
直
せ
な
い
か
。

　

こ
れ
だ
け
町
が
関
与
し
な
け

れ
ば
運
営
で
き
な
い
状
況
は
、

ゆ
ゆ
し
き
事
態
で
あ
る
。
健
康
増
進

施
設
と
宿
泊
・
飲
食
事
業
は
分
け
て

そ
の
他
の
質
問

●
町
内
小
学
生
へ
の
プ
ー
ル
利
用

助
成
事
業

問

問

問

問

問

問問

問

町長

町長

町長

町長

町長

教育総務
課　　長

総務
課長

ひと・しごと
推 進 課 長



保護者が連絡を見落とさないツール導入を

証明書の取得がしやすくなります

保 護 者 か ら の 意 見 を 踏 ま え 検 討 中

利 便 性 向 上 の 工 夫 を 続 け る

　

導
入
し
た
際
の
メ
リ
ッ
ト
は

何
か
。
ま
た
導
入
費
用
は
ど
の

程
度
か
。

　

住
民
の
利
便
性
向
上
が
一
番

大
き
い
。
次
に
職
員
の
窓
口
業

務
の
軽
減
に
よ
り
働
き
方
改
革
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
る
。
費
用
は
6,000
〜

7,000
万
円
を
見
込
ん
で
お
り
、
国
か
ら

補
助
率
２
分
の
１
の
交
付
金
を
受
け

ら
れ
る
。

　

加
美
町
で
は
年
間
ど
の
く
ら

い
証
明
書
が
交
付
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　

令
和
７
年
度
は
、
住
民
票
・

印
鑑
証
明
・
戸
籍
関
係
・
税
証

明
な
ど
合
計
２
万
5,682
件
を
交
付
し
て

い
る
。

　

な
ぜ
こ
れ
ま
で
コ
ン
ビ
ニ
で

の
証
明
書
交
付
が
導
入
さ
れ
て

い
な
い
の
か
。

　

基
幹
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に

合
わ
せ
て
導
入
す
る
こ
と
で
初

期
費
用
を
抑
え
る
方
向
で
検
討
し
て

い
た
が
、
住
民
基
本
台
帳
や
税
な
ど

の
標
準
化
が
令
和
10
年
度
に
ず
れ
込

む
予
定
と
な
り
、
導
入
時
期
に
も
影

響
し
て
い
る
。

　

今
後
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
導

入
す
る
の
か
。

　

住
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る

た
め
に
も
必
要
不
可
欠
と
認
識

し
て
お
り
、
シ
ス
テ
ム
標
準
化
を
待

た
ず
に
令
和
９
年
度
中
の
導
入
を
目

指
し
て
い
る
。

木村 哲夫木村 哲夫議員議員

今野 清人今野 清人議員議員

録画映像

録画映像

質問のねらい

　各種証明書

の取得は現在、

役場や支所での

手続きが基本と

なっている。利

便性向上の観点

からコンビニで

の交付について

伺う。

質問のねらい

　学校と保護者

の連絡ツールと

して専用アプリ

を導入し、その

中に町内企業の

広告を掲載し企

業ＰＲと財政負

担軽減を図れな

いか提案。

　

導
入
要
件
は
、
ア
プ
リ
方
式

で
教
育
委
員
会
や
学
校
か
ら
の

発
信
が
自
由
に
で
き
、
カ
テ
ゴ
リ
ー

ご
と
に
分
け
ら
れ
る
機
能
が
あ
る
こ

と
。
欠
席
な
ど
の
連
絡
や
校
務
支
援

シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
が
可
能
で
あ
る

こ
と
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。
企
業

広
告
掲
載
で
教
育
用
備
品
購
入
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
ア
プ
リ
は
現
予
算
よ

り
も
安
価
で
大
変
魅
力
的
だ
と
思

う
。

　

学
校
か
ら
保
護
者
へ
の
連
絡

ツ
ー
ル
は
、
現
在
、
メ
ー
ル
配

信
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
い
る
。
保

護
者
か
ら
専
用
ア
プ
リ
を
導
入
し
て

ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
る
が
。

　

昨
年
度
は
ク
マ
の
目
撃
情
報

が
頻
繁
に
配
信
さ
れ
、
学
校
か

ら
の
重
要
な
メ
ー
ル
が
紛
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
っ
た
。
改
善
を
求
め
る

意
見
も
踏
ま
え
、
ア
プ
リ
導
入
を
検

討
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

専
用
ア
プ
リ
に
町
内
企
業
の

バ
ナ
ー
広
告
を
掲
載
し
、
企
業

の
Ｐ
Ｒ
や
広
告
料
収
入
な
ど
で
財
政

負
担
を
軽
減
し
な
が
ら
運
用
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　

町
と
事
業
者
の
双
方
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
る
。
導

入
し
て
い
る
自
治
体
な
ど
を
参
考
に

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

現
予
算
の
範
囲
内
や
、
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
が
で

き
る
ア
プ
リ
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
さ

ま
ざ
ま
な
特
色
が
あ
っ
た
。
教
育
委

員
会
で
検
討
し
て
い
る
要
件
は
。

そ
の
他
の
質
問

●
加
美
町
西
部
(
宮
崎
・
小
野

田
)
の
農
業
振
興

そ
の
他
の
質
問

●
中
小
企
業
振
興
基
本
計
画

問

問問問

問

問問

町長町長町長

町民
課長

教育総務
課　　長

教育長教育長



再エネ

特別委員会

８月１０日

　

加
美
町
で
計
画
さ
れ
て
い

る
(
仮
称
)
宮
城
西
部
風
力

発
電
事
業
に
つ
い
て
、
国
に

対
し
て
計
画
の
認
定
取
消
し

処
分
を
求
め
る
要
望
書
を
提

出
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
内

容
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
山
林
に
20
〜
30
基

の
風
力
発
電
機
を
設
置
す
る

も
の
で
、
令
和
３
年
３
月
に

認
定
を
受
け
た
も
の
の
、
自

然
環
境
や
生
態
系
へ
の
影
響

な
ど
が
問
題
視
さ
れ
、
事
業

開
始
ま
で
に
必
要
な
手
続
き

が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

そ
う
い
っ
た
中
で
、
今
年

６
月
30
日
の
報
道
に
お
い
て
、

事
業
者
が
「
令
和
11
年
運
転

開
始
予
定
」
で
あ
る
旨
を
公

に
発
言
し
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て

反
対
の
立
場
を
表
明
す
る
た

め
、
８
月
19
日
、
町
長
と
議

長
の
連
名
で
経
済
産
業
省
へ

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

中
新
田
公
民
館
の
ホ
ー
ル
・

研
修
室
の
床
に
、
直
径
１
ｍ
ほ

ど
の
膨
ら
み
が
生
じ
る
異
常
が

発
生
し
た
こ
と
か
ら
現
地
調
査

を
行
い
、
床
の
状
態
確
認
や
原

因
・
今
後
の
対
応
な
ど
の
聴
き

取
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

床
の
膨
張
は
昨
年
６
月
、
９

月
、
今
年
７
月
の
３
回
発
生
し
、

い
ず
れ
も
翌
日
に
は
自
然
に
膨

ら
み
が
消
え
て
い
ま
す
。

　

原
因
は
、
建
設
時
の
施
工
不

　

「
加
美
町
の
観
光
資
源
を
生

か
し
た
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

可
能
性
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
加
美
町
観
光
ま
ち
づ
く
り

協
会
会
長
・
副
会
長
・
理
事
３

人
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

協
会
は
平
成
27
年
６
月
に
設

立
し
て
以
来
、
町
の
観
光
・
地

域
資
源
を
活
用
し
て
魅
力
と
活

力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

過度な開発には断固反対

良
に
よ
り
、
床
コ
ン
ク
リ
ー

ト
と
シ
ー
ト
の
接
着
不
良
が

生
じ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

床
は
、
施
工
者
の
責
務
に

お
い
て
、
無
償
で
補
修
工
事

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

工
期
…
令
和
８
年
11
月
24
日

　
　
　
　
　

か
ら
12
月
18
日

※
工
期
中
は
研
修
室
１
・
２
、

　

ホ
ー
ル
は
使
え
ま
せ
ん

　

意
見
交
換
で
は
、
事
業
展

開
に
向
け
た
多
様
な
ア
イ
デ

ア
が
交
わ
さ
れ
た
一
方
で
、

人
員
・
財
源
不
足
に
苦
慮
し

て
い
る
と
い
う
声
も
あ
り
ま

し
た
。

　

協
会
が
事
業
を
継
続
し
魅

力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
る
よ
う
、
今
後
も
議
会
と

し
て
提
案
・
協
力
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

教育民生

常任委員会

８月２７日

総務産業

常任委員会

１０月７日



臨時会

１０月８日

全員協議会

１０月８日

　

町
内
で
活
動
す
る
団
体
が
台
湾
・
嘉
義
市
で
交
流
促
進
事

業
を
行
う
際
に
、
渡
航
費
や
宿
泊
費
の
半
額
を
補
助
(
１
人

あ
た
り
上
限
10
万
円
)
し
ま
す
。
加
え
て
、
国
内
で
の
空
港

ま
で
の
移
動
や
通
訳
の
費
用
も
支
援
し
ま
す
。

　

嘉
義
市
と
は
、
今
年
３
月
に
友
好
都
市
提
携
協
定
を
締
結

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
更
な
る
連
携
強
化
を
図
る
べ
く
、
町

民
が
主
体
と
な
っ
た
人
的
交
流
を
促
進
す
る
た
め
に
補
助
金

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
補
助
金
を
活
用
し
て
交
流
が
深
ま
る
こ
と
に
よ
り
、

将
来
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
や
地
場
産
品
の
販
路
開
拓
な

ど
、
持
続
的
な
経
済
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

加
美
病
院
・
加
美
老
人
保
健
施
設
の
指
定
管
理
者
の
第
一
候

補
が
選
定
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
加
美
郡
保
健
医
療
福
祉

行
政
事
務
組
合
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

加
美
病
院
は
、
医
療
人
材
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
や
、

近
年
の
経
営
不
振
な
ど
か
ら
、
持
続
可
能
な
運
営
が
難
し
い

状
況
に
あ
り
、
そ
れ
ら
の
解
決
策
と
し
て
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
導
入
す
る
た
め
、
指
定
管
理
者
制
度
へ
移
行
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

公
募
の
結
果
、
９
月
30
日
の
選
定
委
員
会
で
「
医
療
法
人
　

仁
誠
会
」
が
第
一
候
補
と
し
て
選
定
さ
れ
、
10
月
20
日
の
組

合
議
会
で
の
議
決
を
も
っ
て
指
定
管
理
者
に
決
定
。
令
和
９

年
４
月
よ
り
、
新
た
な
体
制
で
の
経
営
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
者
に
年
齢

要
件
は
あ
る
の
か
。

　

年
齢
要
件
は
な
い
。

高
校
生
で
も
大
学
生
で

も
、
訪
台
し
て
ど
ん
ど
ん
交

流
を
深
め
て
ほ
し
い
。

　

仁
誠
会
の
県
内
で
の

指
定
管
理
実
績
は
。

　

白
石
市
の
刈
田
総
合

病
院
の
指
定
管
理
を
し

て
い
る
。
地
元
の
医
師
会
と

よ
く
連
携
し
て
地
域
医
療
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
、
市
か

ら
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　

応
募
団
体
へ
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
は
。

　

現
地
で
の
交
流
相
手

を
見
つ
け
る
こ
と
が
難

し
い
と
思
う
の
で
、
嘉
義
市

に
派
遣
し
て
い
る
職
員
と
協

力
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
。

　

移
行
に
よ
り
、
診
療

日
や
料
金
な
ど
が
変
わ

る
の
か
。

　

基
本
的
に
は
現
状
維

持
で
考
え
て
い
る
。

昨年12月の嘉義市訪問の様子（オープンマーケット）

病院の経営改善とそれに伴う町負担金の支出減に期待

問

問

問

問

答

答

答

答



安心・やさしい町へ

令和８年１０月１３日～１４日視察レポート　教育民生常任委員会

視察先：愛知県あま市・大阪府富
とんだばやし

田林市

10
億
円
か
ら

 

５
億
円
へ
減

配
達
で
は
な
く

 

見
守
り

あま市

富田林市

　

あ
ま
市
に
お
い
て
は
３
町

合
併
以
降
、
市
直
営
で
病
院

を
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

毎
年
10
億
円
近
く
の
繰
入
金

が
必
要
で
し
た
。
そ
の
後
、

指
定
管
理
者
の
創
意
工
夫
に

期
待
し
、
現
在
は
地
域
医
療

振
興
協
会
で
運
営
を
行
い
、

救
急
受
入
れ
な
ど
も
充
実
し

た
こ
と
か
ら
、
指
定
管
理
移

行
後
は
約
５
億
円
に
減
額
で

き
て
い
ま
す
。
住
民
か
ら
は
、

一
番
に
病
院
の
存
続
を
求
め

ら
れ
、
そ
の
た
め
に
は
指
定

管
理
も
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い

反
応
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

病
院
経
営
の
成
否
は
、
院

長
の
手
腕
に
よ
り
大
き
く
結

果
が
変
わ
る
と
の
こ
と
で

す
。
指
定
管
理
に
移
行
す
る

加
美
病
院
に
お
い
て
も
期
待

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
ど
も
ま
ん
な
か
ア
ク

シ
ョ
ン
の
中
の
事
業
と
し

て
、「
見
守
り
お
む
つ
定
期

便
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
カ

タ
ロ
グ
か
ら
1,500
円
相
当
の
商

品
を
選
ん
で
も
ら
い
、
子
育

て
の
経
験
や
知
識
の
あ
る
配

達
員
が
、
月
に
１
回
配
達
す

る
事
業
で
す
。
単
な
る
配
達

で
は
な
く
、
見
守
り
・
相
談

に
重
き
を
置
い
て
い
ま
す
。

　

富
田
林
市
の
事
業
ス
キ
ー

ム
を
参
考
に
取
り
入
れ
る
周

辺
自
治
体
も
出
て
き
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
加
美
町
に

お
い
て
検
討
す
る
場
合
に

は
、
事
業
費
を
抑
え
る
よ
う

児
童
民
生
委
員
な
ど
の
協
力

も
得
る
こ
と
が
必
要
に
な
り

そ
う
で
す
。

育児のお悩み なんでも聴きます

追跡シリーズ

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た

こ
れ
ま
で
の
定
例
会
な
ど
で
質
問
さ
れ
た
こ
と
が
、
そ
の
後

ど
う
な
っ
た
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　 温 泉 総 選 挙 ２ ０ ２ ４ レ

ジャー／街ぶら部門の全国１

位受賞を契機に、観光客の増加が見

込まれるが、稼げる自治体としての

策の検討や加美町振興公社への支援

策は。

　受賞記念イベントを検討し

ているが、一次的に留まらな

い戦略と薬莱から街なかへ回遊して

もらうことを期待している。

令和6年第4回定例会
議会広報№88号から

そ
の
後

　全国１位受賞は町に元気を与えて

くれました。

　ツアーをより良いものにするため

の案を、一般町民に募集するのはい

かがでしょう。　　　　　（伊藤）

　薬師の湯では、全国１位

受賞記念として入館者に記

念品をプレゼントしました。町とし

ては、横断幕での受賞ＰＲや設備更

新を行いイメージアップに努めま

した。また、観光まちづくり協会と

連携して入館者に商店街パンフレッ

トの配布や、「親しみやすく温かみ

のあるおもてなし」をテーマに、薬

莱を巡り中新田商店街を散策するツ

アーを実施しました。今後も薬莱か

ら街なかへ回遊できるツアーの磨き

上げなど、誘客に努めてまいります。

調 査 員
コメント

商 工
観 光 課

やくらい薬師の湯やくらい薬師の湯

■協会と連携しツアー実施

今後に期待

問

町長



次回の定例会は

１２ 月 中 旬
から開催します

議会傍聴について

インターネットで映像配信しています▶
傍聴・視聴された方（延べ人数）

傍聴の受付は「小野田支所３階」にて行います。

規則により、傍聴を希望する方は申請書への住所・

氏名・年齢をご記入ください。

一般傍聴席は「１９席のみ」となります。

満席時には、１階会議室で生中継を視聴できます。

ハラスメント防止
条例化を目指します

健康になれて
商品券も当たるかも⁉

①

②

※議会だよりの編集のため、議会広報常任委員会を5回（9/10、9/18、10/5、10/15、10/21）開催しました。

会　議
傍聴者人数 議会中継（LIVE）

アクセス件数男性 女性

第３回定例会 ２０ ２２ ２，４２２

文字数が多いと読む気がなくなる。

お年寄りも字が小さいと読みにくい

のでは…

　議会だより９２号（令和８年２月１日発行）

に対する議会だよりモニターからのご意見・ご

感想を紹介します。

モニター

広　報
委員会

議会だよりへ一言

月　日 本会議・委員会など 内　　　容

8月

4日

6日
 ①

10日

17日

26日

27日

9月 8～18日

10月

1日

7日

8日

13～14日

19日

23日  ②

27～29日
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近
年
に
比
べ
る
と
過
ご
し
や

す
い
気
候
で
す
が
、
一
度
雨
が

降
る
と
数
日
続
く
の
が
今
年
の

印
象
で
す
。

　

今
号
で
は
学
校
校
舎
の
雨
漏

り
を
大
き
く
取
り
上
げ
ま
し
た
。

か
つ
て
の
学
び
舎
を
視
察
し
ま

し
た
が
、
剥
が
れ
て
い
る
壁
や

ひ
び
割
れ
て
い
る
外
壁
を
見
て
、

昔
の
記
憶
と
重
ね
合
わ
せ
て
胸

が
痛
み
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
を
通
し
て
、
町

の
課
題
を
一
層
深
く
感
じ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

(
早
坂
　

潔
)

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

編
集
委
員
　

 　

委 
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長
　

髙
橋
　

聡
輔
　

 　

副
委
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長
　

伊
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由
子
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員
　

佐
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介
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今
野
　

清
人
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潔
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田
中
　

草
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加
美
町
が
誕
生
し
、
20
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
町

内
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
合

併
前
の
３
地
区
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
が
目
指
す
「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
で
も
」
の
趣
旨
を
目
標
と
し
、
全

町
民
を
対
象
と
し
て
昨
年
、
第
１
回
か
み
ま
ち

カ
ッ
プ
モ
ル
ッ
ク
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

モ
ル
ッ
ク
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
で
、
木
の
棒
(
モ
ル
ッ
ク
棒
)
を
投
げ

て
、
点
数
を
競
い
合
う
競
技
で
す
。
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
誰
で
も
楽
し
め
、
同
時
に
頭
脳
戦
が

勝
敗
を
左
右
す
る
競
技
で
も
あ
り
ま
す
。
町
民
の

皆
様
へ
の
普
及
を
図
る
た
め
、
加
美
町
独
自
の
特

別
ル
ー
ル
の
も
と
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年

の
優
勝
は
小
学
生
の
チ
ー
ム
、
準
優
勝
は
高
校
生

の
チ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、

町
内
の
企
業
、
商
店
、
寺
院
の
皆
様
か
ら
協
賛

を
い
た
だ
き
、
新

し
い
形
で
の
大
会

運
営
を
試
み
ま
し

た
。

　

今
年
度
も
11
月

29
日
、
宮
崎
陶
芸

の
里
体
育
館
を
会

場

に
、

最

大

64

チ
ー
ム
の
参
加
を

見
据
え
て
開
催
い

た
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
観
戦
く
だ
さ

い
。

　

上
小
路
一
行
政
区
は
、
宮
崎
地
区
町
城
内
の
西

端
に
位
置
し
、
上
石
住
宅
20
戸
を
含
む
約
90
世
帯

の
集
落
で
す
。
南
西
に
は
陶
芸
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公

園
が
あ
り
、
競
技
や
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
て
い
ま

す
。
北
側
に
は
鳴
瀬
川
の
支
流
・
田
川
が
流
れ
て

い
ま
す
。

　

高
齢
者
世
帯
や
空
き
家
が
増
え
る
中
、
共
同
事

業
に
は
住
民
が
力
を
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
生
活
道

路
を
守
る
防
雪
柵
は
３
路
線
５
か
所
、
約
290
メ
ー

ト
ル
に
及
び
、
設
置
と
撤
去
を
全
戸
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　

夏
に
は
集
会
所
広
場
で
青
年
会
を
中
心
に
夏
祭

り
を
開
催
。
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
花
見
や
健

康
教
室
、
紅
葉
狩
り
、
忘
年
会
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
各
団
体
も
防
災
や
防
犯
、
交
通
安
全
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

町
と
城
内
の
間
を
流

れ
る
美
代
川
は
、
石
母

田
家
の
築
城
時
の
外

堀
・
土
堤
川
を
改
修
し

た
水
路
で
す
。
８
行
政

区
の
美
代
川
愛
護
会
が

清
掃
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
住
民
と

協
力
し
て
、
住
み
良
い

町
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

世帯数　　90世帯

人　口　　223人

（令和8年10月1日現在）

佐 竹 久 一 区長

力を合わせて防雪柵を設置

大盛り上がりだった第１回モルック大会


